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巻 　 頭 　 言

朝
鮮
戦
争
に
お
け
る「
捕
虜
」・「
洗
脳
」・「
教
化
」	

赤
木
完
爾

　

フ
ラ
ン
ク
・
シ
ナ
ト
ラ
や
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
が
出
演
し
た
一
九
六
二
年
公
開
の
ア
メ
リ
カ
映
画
『
影

な
き
狙
撃
者
』（T

he M
anchurian C

andidate

）は
、
朝
鮮
戦
争
で
中
国
人
民
志
願
軍
の
捕
虜
に
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
兵

が
満
洲
の
収
容
所
で
洗
脳
さ
れ
、
帰
国
し
た
後
に
、
外
部
か
ら
あ
る
刺
激
を
与
え
る
と
無
意
識
に
暗
殺
者
に
変
身

す
る
と
い
う
サ
イ
コ
ス
リ
ラ
ー
で
あ
る
。
こ
の
映
画
が
象
徴
す
る
よ
う
に
社
会
体
制
の
優
劣
を
争
っ
た
冷
戦
の
な

か
で
闘
わ
れ
た
朝
鮮
戦
争
で
は
、
戦
争
捕
虜
を
そ
れ
ぞ
れ
の
陣
営
が
奉
ず
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
ど
の
よ
う
に
教
化

す
る
か
は
重
大
な
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
は
、
捕
虜
の
自
由
意
思
に
よ
る
送
還
と
い
う
原

則
を
堅
持
し
た
た
め
、
国
連
軍
側
の
捕
虜
尋
問
の
場
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
戦
場
と
な
っ
た
。

　

戦
争
は
、
一
九
五
一
年
後
半
に
は
現
在
の
休
戦
ラ
イ
ン
付
近
で
の
陣
地
戦
と
な
っ
た
。
同
年
七
月
か
ら
始
ま
っ

た
休
戦
交
渉
に
お
い
て
、
捕
虜
問
題
は
す
こ
ぶ
る
難
航
し
た
。
ア
メ
リ
カ
側
が
懸
念
し
た
の
は
、
中
国
の
教
化
に

よ
り
捕
虜
の
一
部
が
敵
の
宣
伝
工
作
に
協
力
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
九
五
三
年
七
月
の
休
戦
協
定
成
立
後
、

中
国
・
北
朝
鮮
側
に
捕
虜
と
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
兵
の
う
ち
、
二
一
人
が
中
国
に
残
っ
た
。
他
方
、
国
連
軍
側
の
中

国
兵
の
捕
虜
の
う
ち
、
七
、一
〇
九
人
の
男
性
捕
虜
と
一
人
の
女
性
捕
虜
が
中
国
へ
の
帰
還
を
選
択
し
、
一
万
四

三
四
二
人
の
捕
虜
が
中
国
へ
の
送
還
を
拒
否
し
台
湾
を
選
択
し
た
。

　

捕
虜
収
容
所
の
な
か
で
筋
金
入
り
の
反
共
産
主
義
の
捕
虜
が
作
ら
れ
た
。
彼
ら
の
多
く
は
国
共
内
戦
の
過
程
で

国
民
党
軍
か
ら
人
民
解
放
軍
に
徴
募
さ
れ
た
兵
士
で
あ
っ
た
が
、
中
国
に
帰
国
す
れ
ば
処
刑
さ
れ
る
と
信
じ
た
者

も
多
か
っ
た
。
多
数
の
捕
虜
が
台
湾
を
選
択
し
た
こ
と
は
、
北
京
政
府
に
と
っ
て
は
衝
撃
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

け
れ
ど
も
相
当
数
が
最
終
的
に
台
湾
を
選
ん
だ
こ
と
は
、
西
側
陣
営
の
魅
力
が
自
然
に
作
用
し
た
結
果
で
は
な
い
。

ア
メ
リ
カ
側
は
、
中
国
参
戦
以
前
か
ら
捕
虜
に
対
し
て
反
共
産
主
義
を
促
進
す
る
た
め
の
尋
問
と
教
化
の
計
画
を

作
り
始
め
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
計
画
は
す
ぐ
に
は
実
施
出
来
な
か
っ
た
。
中
国
軍
の
介
入
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ど

こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
五
一
年
前
半
に
、
猛
将
リ
ッ
ジ
ウ
ェ
イ
の
反
攻
に
よ
っ
て
戦
線
が
安

定
す
る
過
程
で
大
量
の
中
国
軍
捕
虜
が
生
じ
た
と
き
、
依
然
と
し
て
ア
メ
リ
カ
側
に
は
十
分
な
準
備
は
な
か
っ
た
。

そ
の
間
隙
に
入
り
込
ん
だ
の
が
国
府
で
あ
る
。

　

常
成（D

avid C
heng C

hang

）の
近
年
の
研
究〔T

he H
ijacked W

ar: T
he Story of C

hinese P
O

W
s in the K

orean 
W

ar (Stanford U
niversity P

ress, 2019)
〕
に
よ
れ
ば
、
捕
虜
の
自
由
意
思
に
よ
る
送
還
と
い
う
ト
ル
ー
マ
ン
の

方
針
を
台
湾
へ
の
捕
虜
受
入
と
い
う
形
で
実
現
可
能
に
し
た
の
は
蔣
介
石
で
あ
る
。
彼
は
、
日
中
戦
争
中
に
沿
岸

部
か
ら
内
陸
に
避
難
し
た
大
学
生
を
中
心
に
三
千
人
か
ら
五
千
人
と
い
わ
れ
る
大
量
の
英
語
通
訳
を
養
成
し
、
中

国
・
ビ
ル
マ
・
イ
ン
ド
戦
域
で
米
・
英
軍
と
と
も
に
従
軍
さ
せ
た
。
そ
れ
ら
通
訳
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
承
認
の
も

と
、
今
度
は
国
連
軍
の
捕
虜
尋
問
に
投
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
五
二
年
か
ら
朝
鮮
戦
争
は
、
蔣
介
石
が

乗
っ
取
っ
て
い
た
と
常
成
は
主
張
す
る
。
国
際
内
戦
で
あ
っ
た
朝
鮮
戦
争
の
一
つ
の
側
面
で
あ
る
。

 

（
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
）


